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新年の主張

湘南中央病院名誉院長
湘南病院協会会長   

 今 井  重 信

　

　

 

Ⅰ 

ど
ん
な
会
議

　　

会
議
メ
ン
バ
ー
は
閣
僚
７
名
、
有

識
者
９
名
。
閣
僚
は
議
長
安
倍
首

相
、
議
長
代
理
西
村
担
当
相
、
麻

生
財
務
相,

菅
官
房
長
官
、
高
市
総

務
相
、
加
藤
厚
労
相
、
菅
原
経
産

相(

事
後
に
梶
山
氏
に
交
代)

と
い

う
錚
々
た
る
陣
容
で
す
。

　

ま
た
有
識
者
に
つ
い
て
は
肩
書

が
多
く
い
ち
い
ち
お
名
前
は
出
し
ま

せ
ん
が
、
全
員
が
政
府
の
何
ら
か
の

「
会
議
」
の
委
員
で
あ
り
、
所
属
す

る
会
議
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
、
未
来
投

資
会
議
、
社
会
保
障
審
議
会
、
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
会
議
、
労

働
政
策
審
議
会
な
ど
で
す
。
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。
ほ
と
ん
ど
が
政

府
の
経
済
と
財
政
に
関
す
る
会
議

ば
か
り
で
す
。
日
本
の
将
来
の
社

会
保
障
を
検
討
す
る
の
な
ら
、
国

民
各
層
の
関
係
者
を
も
っ
と
集
め

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
一
般
国
民
や
患
者
さ
ん

の
代
表
は
も
と
よ
り
、
社
会
保
障

を
提
供
す
る
事
業
者(
例
え
ば
日
本

医
師
会
等)

も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
経
済
財
政
の
立
場
だ
け

か
ら
の
「
検
討
会
議
」
に
し
か
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

 「全世代型社会保障検討会議」
　　　　に注目しよう !!

い
て
い
ま
す
。
図
１
を
見
て
く

だ
さ
い
。

　

会
の
目
的
に
つ
い
て
は
第
１
回

会
議
の
議
事
録
を
読
み
ま
す
と
、

会
議
メ
ン
バ
ー
の
問

題
意
識
は
は
っ
き
り

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
社
会
保

障
の
「
給
付
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
」
を
正

す
こ
と
で
す
。
ど
う

正
す
の
か
は
、「
給

付
を
へ
ら
し
負
担
を

ふ
や
す
」
こ
と
な
の

で
す
。
そ
の
こ
と
は

会
議
の
一
メ
ン
バ
ー

の
、「
給
付
と
負
担

の
見
直
し
は
必
要
だ

が
、
見
直
し
に
よ
っ

て
経
済
的
な
格
差
が

拡
大
せ
ぬ
よ
う
留
意

す
べ
き
」
と
の
発
言

で
も
明
ら
か
だ
と
思

い
ま
す
。

 

Ⅱ 

給
付
と
負
担
の

　
　
バ
ラ
ン
ス
と
は

　

政
府
や
有
識
者
の

問
題
意
識
や
危
機

感
は
、
一
般
会
計

予
算
の
過
去
30
年

間
の
推
移
に
基
づ

図１  平成 2 年度と令和元年度における一般会計歳入歳出の比較
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す
。
私
も
国
の
借
金
は
な
い
か
少
な

い
ほ
う
が
い
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

そ
の
お
金
が
社
会
保
障
の
維
持
の
た

め
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
れ
は
、
国
民

へ
の
一
種
の
還
元
だ
と
考
え
て
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
「
税
金
、
特
に
消
費
税
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
　
図
１
を
も
う
一
度
見
て
く
だ
さ

い
。
平
成
２
年
と
令
和
元
年
の
一
般

会
計
税
収
を
比
較
す
る
と
、
驚
く
な

か
れ
両
者
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で

す
。
お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
、

そ
の
間
30
年
で
消
費
税
は
０
％
か
ら

ら
10
％
に
ま
で
ア
ッ
プ
し
た
の
で

す
。
そ
の
お
金
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

今
度
は
図
２
を
見
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
お
金
は
所
得
税
と
法
人
税
の
削

減
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
所
得
税
は
累
進
課
税
の
緩
和
に

よ
り
、
法
人
税
は
大
企
業
の
税
率
圧

縮
に
よ
っ
て
で
す
。
そ
の
結
果
こ
の

30
年
間
で
貧
富
の
格
差
は
大
幅
に
進

み
、
大
企
業
は
460
兆
円
も
の
内
部
留

保
を
獲
得
し
ま
し
た
。
消
費
税
は
社

会
保
障
の
充
実
の
た
め
に
使
わ
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

10
％
に
な
っ
た
現
在
、
消
費
税
は

な
ん
と
主
税
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

　

平
成
２
年
に
比
べ
令
和
元
年
に
は

「
社
会
保
障
歳
出
は
約
３
倍
に
増
え
、

一
方
で
税
収
が
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い

な
い
の
で
、
特
例
国
債
の
発
行
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」、「
こ
の
こ
と

は
国
の
財
政
危
機
で
あ
り
、
社
会
保

障
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
正
し
、
社
会
保
障
費
と
国
債
発
行

を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
」、
そ
れ
が

政
府
の
考
え
で
あ
り
、
ま
た
今
回
取

り
上
げ
た
「
検
討
会
議
」
の
真
の
目

的
な
の
で
す
。

　

も
し
こ
の
方
針
が
実
行
さ
れ
れ

ば
、
将
来
の
社
会
保
障
の
レ
ベ
ル

は
低
下
し
、
国
民
一
人
一
人
の
負

担
は
現
在
よ
り
も
増
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
意
味
で
こ
の「
検
討
会
議
」

の
内
容
は
、
国
民
全
体
が
注
視
す

べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
給
付
を
減
ら
し
負
担
を
増
や

す
」
動
き
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

第
一
は
、
公
立
・
公
的
病
院
の

統
廃
合
で
す
。
昨
年
９
月
24
目
厚

労
省
は
突
然
、
全
国
の
「
機
能
の

再
検
討
を
要
す
る
」
424
の
公
立
・

公
的
病
院
の
名
前
を
公
表
し
ま
し

た
。「
機
能
の
再
検
討
」
と
は
、
平

た
く
言
え
ば
廃
止
、
縮
小
、
合
併
、

機
能
転
換
な
ど
で
す
。
地
域
の
患

者
の
入
院
機
会
を
奪
う
措
置
以
外

の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
、
大
衆
課
税
の
消
費
税
が
で
す
。

こ
れ
こ
そ
租
税
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
い
る
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

消
費
税
を
何
％
に
す
る
か
は
政
治
の

決
め
る
こ
と
で
す
が
、
す
く
な
く
と

も
法
人
税
と
所
得
税
を
平
成
２
年
レ

ベ
ル
に
ま
で
戻
せ
ば
、
消
費
税
分
は

今
度
こ
そ
社
会
保
障
充
実
に
向
け
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

政
府
は
社
会
保
障
の
「
給
付
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
に
頭
を

悩
ま
さ
ず
に
、「
租
税
の
バ
ラ
ン

ス
」
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
ほ
う

が
、
よ
っ
ぽ
ど
明
る
い
社
会
保
障

の
将
来
像
が
描
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

図２  税収の内訳と推移

　

そ
の
ほ
か
で
も
、
後
期
高
齢
者

の
窓
口
負
担
を
原
則
２
割
に
す
る

こ
と
や
、「
外
来
定
額
負
担
」
の
導

入
と
か
、
負
担
増
へ
の
動
き
は
次
々

と
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
社
会
保
障
費
高
騰
を
喧

伝
し
ま
す
が
、
な
か
で
も
目
の
敵
に

し
て
い
る
総
医
療
費
に
し
て
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
率
は
10
％
程
度
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
中
６
番
目
な
の
で
す
。
ち

な
み
に
米
国
は
17
％
を
超
え
て
い

ま
す
。

 

Ⅲ 
国
債
と
税
金
に
つ
い
て

　　

政
府
が
社
会
保
障
改
革
の
根
拠

に
し
て
い
る
図
１
に
は
、
も
っ
と
大

き
い
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
国
債
」
に
つ
い
て
で
す
。

今
年
度
の
特
例
国
債
は
25
兆
円
強
で

す
が
、
こ
の
是
非
に
つ
い
て
は
経
済

学
者
間
で
も
意
見
の
相
違
が
あ
り
ま

す
。
是
と
す
る
意
見
は
、
国
債
が
国

内
で
賄
え
て
い
れ
ば
問
題
な
い
と
の

立
場
で
、
社
会
保
障
の
た
め
な
ら
さ

ら
に
増
や
し
て
老
後
の
安
定
を
図

り
、
ひ
い
て
は
景
気
循
環
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

　

否
と
す
る
意
見
は
国
家
財
政
が
借

金
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が

異
常
事
態
で
あ
り
、
国
の
財
務
運
営

は
財
政
中
立
が
理
想
だ
と
見
な
し
ま

資料：図１・図２　財務省「日本の財政関係資料」より
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ワンポイント・クリニック

ワンポイント・クリニック

～今日の一針、明日の十針～

鍼灸室　
鍼灸師　深瀬    実結

　

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　

さ
て
、
寒
の
入
り
と
と
も
に

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
冬
季
は
、
身
体
の
不

調
に
悩
ま
さ
れ
る
方
が
比
較
的

増
加
し
ま
す
。

　

怪
我
を
し
や
す
く
な
っ
た
。
膝

や
腰
が
痛
い
。
手
足
が
冷
え
て
辛

い
。
年
末
年
始
に
暴
飲
暴
食
を
し

て
し
ま
い
、
胃
腸
の
調
子
が
な
ん

と
な
く
悪
い
。

　

一
言
で
身
体
の
不
調
と
い
っ
て

も
そ
の
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
も
の
で
す
。
よ
り
健
康
的
に
、

よ
り
元
気
良
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
　「
今
日
の
（
き
ょ
う
の
）
一
針
（
ひ

と
は
り
）、
明
日
の
（
あ
す
の
）
十
針

（
と
は
り
）」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。

処
置
が
遅
れ
る
程
、
負
担
が
か
さ
む

こ
と
の
た
と
え
で
、「
Ａ　

ｓ
ｔ
ｉ

ｔ
ｃ
ｈ　

ｉ
ｎ　

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ　
ｓ
ａ

ｖ
ｅ
ｓ　
ｎ
ｉ
ｎ
ｅ
．」（
時
宜
を
得

た
一
針
は
、
九
針
の
手
間
を
省
く
）

と
同
義
で
す
。

　

人
間
の
身
体
は
、
機
械
と
は
違

う
の
で
壊
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡

単
に
部
品
交
換
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
気
に
入
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
取
り
替
え
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
時
間
も
有

限
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
如
何
に

今
あ
る
自
分
の
身
体
を
大
切
に
、

長
持
ち
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
療
す
る

の
で
は
、
経
過
が
長
い
分
時
間
も

か
か
り
、
状
態
も
そ
れ
だ
け
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

軽
い
不
調
の
う
ち
に
改
善
し
、
ひ

ど
く
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
大
切
な
こ
と
が
セ
ル
フ

ケ
ア
で
す
。
自
分
で
自
分
を
管
理

し
、
自
己
節
制
し
て
い
く
た
め
に

自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
自
分
の
心
身
の
状

態
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
。

こ
れ
が
セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
な
う
上
で

の
基
本
で
あ
り
、
一
番
大
切
な
こ

と
で
す
。
せ
わ
し
な
く
過
ぎ
て
い

く
日
々
の
中
で
こ
れ
ら
を
実
行
す

る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
よ
り
良
い
生
活
の
た
め

に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
最
近
は

健
康
番
組
や
ネ
ッ
ト
等
の
影
響
も

あ
り
、
健
康
に
関
す
る
情
報
が
た

く
さ
ん
耳
に
入
り
ま
す
が
、
全
て

を
取
り
入
れ
る
の
は
大
変
で
す
し
、

実
用
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、い
い
な
と
思
う
も
の
や
、

こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
だ
と
思
う
も
の

を
試
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
の
中
か

ら
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
で
最
適
の
セ
ル
フ
ケ
ア

が
見
つ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

　　

東
洋
医
学
で
は
、｢

治
未
病
」（
未

だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
）
と
い
う
考
え

方
を
重
視
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
健
康
状
態
か
ら
病
気
に

な
る
事
を
防
ぎ
、
ま
た
、
疾
病
が
あ

る
状
態
に
於
い
て
は
進
行
を
防
ぐ
治

療
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
、

予
防
治
療
に
重
き
を
お
い
た
考
え
方

で
す
。

　

人
の
健
康
状
態
は
、
生
き
て
い
る
限

り
常
に
揺
ら
い

で
い
る
も
の
で

あ
り
、
は
っ
き

り
と
区
分
す
る

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
度
合
い

に
差
は
あ
り
ま

す
が
、
些
細
な

こ
と
と
思
わ
れ

る
因
子
に
よ
っ

て
も
、
容
易
に

変
動
し
ま
す
。

　　

不
調
は
、身
体
か
ら
の
サ
イ
ン
で
す
。

何
か
不
調
が
あ
ら
わ
れ
た
時
は
、
自
分

の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。

原
因
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
が
発
見
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
は
一
度
思
い
込
ん
で

し
ま
う
と
な
か
な
か
考
え
を
変
え
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。
誰
か
に
相
談
し
て
み

て
、
違
う
視
点
か
ら
の
意
見
を
参
考
に

す
る
こ
と
も
原
因
解
明
の
近
道
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
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　　「世界名作全集」を卒
業し、文庫本や雑誌を
読む様になった。駅前
の本屋は爆撃から焼け残り、
戦前から営業していて、母も
そのお上さんを識っていた。
本代だけは何故か小遣いに恵
まれた。フランスの箴言集と
か、論理学の入門書なども読
み耽ったのを思い出す。　ラ・
ロシュフコーだったかどうか
今は定かではないが、「男は
女に恋するが、女は恋に恋す
るのみ」などの名言を、そん
なものなのかと噛みしめてい
たのもこの頃であった。（注：
そんなものだと今では確信し
ている。）
　その頃、先に触れたドイツ
への関心が大きかった。と言
うのは、三国同盟で戦争した
事実の結末であった焼け跡の
中で物心がついた自分として
は、日本が負けた理由と、ド
イツがなぜ戦争に向かったの
かを識りたかったのである。
いや、後者に関しては、実は
ヒトラーが如何に政権を取っ
たのかを詳しく知りたかった
と言う方が当たっている。岩
波の雑誌「世界」の表紙目録
に「ドイツ第三帝国の政治史」
とか言う論文があるのを見て
買って帰り、若干難しい文章
に取り組んだ事もあった。そ
してナチスの政権は総て選挙
での多数獲得で成り立った歴
史を知った。
　つまり、第一次世界大戦か
ら間もないワイマール民主制
下でのドイツ国民の多数票が
ナチスを成立させたと言う事
だ。民主制であれば安心と言
う訳にもゆかないと悟った訳

である。今の日本も現政権に
衆議院の 2/3 を与えた数年
前の選挙から政権の暴走が始
ま っ た。 中 学 生 の 時、 こ ん
な事は想像だにしなかった。
我々は歴史から何も学んでい
ないのではないかと今改めて
思う。
　なぜか中学生の頃の記憶は
余り多くない。今思えば、後
に続く高等学校時代への準備
期間であったような気がす
る。読書の癖だけは急速に強
くなった。座右の書と言う言
葉がある。私の座右には（注：
実際は左側の本箱に入ってい
るが）中学以降愛蔵してきた
６冊の書がある。特別の油紙
でカバーをかけずっと離さず
持って来たものだ。
　

　
　一番初めのものは昭和 28
年発行第十刷の岩波文庫版、
アンドレ・ジイドの「狭き門」
と「田園交響楽」2 冊を一つ
に纏めたものである。旧かな
遣いの川口篤「譯」で、プラ
トニックラブと言う概念を、
プラトニックではないラブを
経験する前に識った訳である
が、「狭き門」の結びの二行

「・・・彼女は泣ゐているら
しかった。ラムプを持って女
中が入ってきた。」の下りに
は、何度読み返しても感動を
覚える。勿論、全編を通して

の切々としたラブレター
のやり取りを繰り返し読
んだ感動が忘れられない

からである。（注：この本を
入手するに至った経緯とその
後の展開・帰結について、い
つか語ろう。今はだめ！）　
　友人は人が成長するのにと
ても大切な存在である。Y 君と
言う京都の付属小学校から来た
同級生と親しくなった。京都
弁と大阪弁とは微妙に異なる。
首都圏の会話で、「何だい、Y
君？」と言う時、大阪では「何や、
Y ？」と言うが京都の人は「何
え、Y ？」と言う風になる。大
阪と奈良の境に二上山と言う山
があり、ある日彼と二人で弁当
を入れた学校のカバンを肩に斜
めに掛け山に上った。人生論や
男女論（？）を語り続け、日暮
れて帰阪した。後に Y 君は私
と同じ大学の理学部に進み、理
論物理学の大家になった。
　後日彼が結婚する際、式の
司会を頼まれたが、依頼に来
た彼が進呈してくれたヘネ
シーのブランデー VSOP が甚
く好きになった。10 年位そ
のストレートを楽しんだが、
食道癌が怖く水で割る様に
なったものの、味覚的興醒め
で以後はやらなくなった。そ
の Y 君とも今では年賀状の交
換程度になってしまったが、
後の高等学校で学業の上で
競った事を別にしても、私に
とって存在感の大きな友人で
ある。
　座右の書 2 冊目以降はおい
おいご紹介しよう。

或る外科医の一代記   中学の頃③
一代記

長田 博昭理事長

続く…
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　「今度の『わかば』のエッセ
イは『夜逃げのアイテム』って
題にしようと思うんだ。内容は
昔の荷物運搬システムでね。例
えば江戸時代から昭和の初年ま
では、大八車ってもんがあって
ね。ほら、時代劇で長屋から夜
逃げする時なんかに活躍する、
あの荷台から車輪まで木で出来
た荷車だよ。私の子供の頃で
も、肥し屋さんが大八車に肥桶
を積んで汲み取りに来たもんだ
よ」と私が連合いに得々と語っ
たら、相手は暫く黙っていてか
ら「今度の号は新年号よ。それ
が夜逃げと肥汲みですか？」と
静かに言いました。
　「……やっぱり、マズイだろ
うな」私は力なく呟きました。
　というわけで、この際、大
八車の話題は早々に切り上げ、
昭和初年から、それに替って
登場する「リアカー」の話に
移ります。
　
　現代物流社会の根幹を担うの
は、大型トラックから、トレー
ラー、貨物列車、コンテナ船、
貨物飛行機その他ですが、ここ
での話題は、それとは別の、往
時の引っ越しのような小規模の
運搬です。
　リアカーは、現在はクロネコ
ヤマトが電動アシスト自転車で
引っ張ってお歳暮の配達などに
回っているので、ご存じのかた
も多いと思います。車体は鉄パ
イプ、車輪はワイヤスポークと
ゴムタイヤなので軽量。大八車
と違って車軸がなくて、方向転
換の際車輪が別々に回るので、
すり減らない、等々のメリット

で、忽ち大八車を駆逐しました。
　それには、どうやら故障の折
りに近所の自転車屋さんに持
ち込めば済むというメンテナ
ンスの簡便さも大いに預かっ
ていたようです。大八車だと
大工さんに頼んで大仕事にな
りますからね。
　リアカーとは和製英語で、
1921 年に我が国で発明された
そうです。連合いなどは、幼い
頃に怪我で医者に担ぎ込まれた
時もリアカーに積まれて行った
そうです。当時は救急車の役目
まで果たしていたのですね。　
　ここまでは専ら動力は人力で
したが、やがてわが国にもモー
タリゼーションの時代が訪れ、
リアカーの全盛時代は終りま
す。我が国ではいまや前述のよ
うな特殊な用途や焼き芋の屋台
とかホームレスの世帯道具など
として細々と命脈を保っている
ようです。
　
　リアカーに少し遅れて登場し
たのが「オート三輪」です。今
でこそオートモビルと言えば四
輪と二輪ですが、戦前はそれら
に肩を並べて三輪が幅を利かせ
ていました。これは貨物用の三
輪トラックの日本での俗称で、
戦前 1930 年代から戦後も 10
年程は我々の身近な運送を専ら
担っていました。オートバイ
式の棒ハンドルで
アクセルなどはグ
リップに付いてい
ました。

　戦後私が初めて関係した藤沢
市の市会議員選挙では、宣伝
カーさえもオート三輪でした。
大学生だった私が、止せば良い
のにその運転を買って出て、踏
切でエンストを起こし、候補者
を含め全員で車を線路外へ押し
出した苦い経験は、冷や汗と共
に未だに忘れられません。
　戦前は、なんとオート三輪の
運転は免許が要らなかったので
すね。そのお陰で隆盛を極めた
ものらしく、従って戦後 1947
年にオート三輪が免許制になっ
たことで「軽トラック」にその
席を譲ったようです。
　ところで「オート三輪」と「軽
三輪トラック」とは別物で、大
きさや排気量、免許も別だった
そうです。ああ、ヤヤコシイ。（ち
なみに当時馴染み深かった「ダ
イハツミゼット」は軽三輪だと
私は今頃になって知りました。）
　オート三輪も軽三輪も 1970
年代には「軽四輪トラック」に
よって駆逐され、今では我が国
では見かけられないのですが、
東南アジアではタイの「トゥク
トゥク」やインドの「オート・
リクシャ」のように人間用の軽
便タクシーとして生き延び、中
国の地域社会ではオート三輪ト
ラックのまま活躍しているそう
です。
　昭和ヒトケタ生まれの私に
とって「昭和」とは、まさに「リ
アカー」と「オート三輪」の時
代でした。
　昭和も遠くなりましたね。



●
患
者
さ
ん
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　　
「
外
来
受
付
が
終
わ
り
30
分
待
ち
、

呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
外
来
受
付
の
後
30
分
待
た
さ
れ

て
い
る
間
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
撮
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
と
て

も
不
快
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」

と
い
う
ご
意
見
で
す
。

　

当
院
で
は
、
で
き
る
だ

け
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間

を
少
な
く
す
る
よ
う
医
師
・

看
護
師
・
ス
タ
ッ
フ
間
の

連
携
を
工
夫
し
な
が
ら
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不

足
な
点
も
あ
る
こ
と
も
承

知
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ

り
一
層
努
力
し
て
待
ち
時
間
の
短
縮

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
早
め
に
ご
来
院
さ
れ
受
付

を
済
ま
さ
れ
ま
し
て
も
、
診
療
開
始

時
間
（
午
後
の
場
合
は
15
時
か
ら
診

療
開
始
）
ま
で
は
お
待
ち
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　  

統
括
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

地域／こえ

投 書 箱 か ら
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の
図
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
中
国
の

神
仙
思
想
に
あ
る
蓬
莱
山
に
な

ぞ
ら
え
て
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

図
１
の
「
相
州
江
之
島
ノ
風

景 

腰
越
ノ
方
ヨ
リ
見
図
」（
制

作
年
代
、
天
明
年
間
〔
一
七
八
一

～
八
九
年
〕）
で
は
、
江
の
島
は

右
手
の
富
士
山
と
、
日
の
出
を

暗
示
す
る
朱
色
の
雲
と
の
セ
ッ

ト
で
、
い
わ
ゆ
る
「
め
で
た
い
」

作
品
（
吉
祥
画
）
と
し
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。
作
者
の
勝
川
春

章
は
江
戸
時
代
中
期
を
代
表
す

る
浮
世
絵
師
で
、
弟
子
の
一
人

に
葛
飾
北
斎
が
い
ま
す
。

　　

図
２
は
春
章
と
同
じ
時
期
に

描
か
れ
た
北
尾
政
美
「
相
州
江

　

湘
南
海
岸
に
浮
か
ぶ
江
の
島

は
、
今
も
昔
も
藤
沢
の
観
光
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
す
が
、

浮
世
絵
で
は
、
当
初
は
日
の
出

嶌
風
景 

由
井
浜
地
引
網
之
図
」

（
制
作
年
代
、
天
明
年
間
）。
由

比
ガ
浜
（
鎌
倉
）
の
海
岸
で
の

地
引
網
の
情
景
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
背
景

は
、
蓬
莱
山
を
模
し
た
江
の
島

と
富
士
山
（
右
奥
）、
画
面
上

下
の
朱
色
の
雲
と
い
う
、
吉
祥

画
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
初
期
の
風
景
画
が
、
の

ち
に
流
行
る
東
海
道
五
十
三
次

の
名
所
絵
と
は
異
な
り
、
吉
祥

画
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
た
め

で
し
ょ
う
。

　　

図
３
の
落
合
芳
幾
「
福
神
江

の
嶋
も
う
で
」（
制
作
年
代
、

一
八
五
九
～
七
一
年
頃
）
は
、
江

の
島
か
ら
登
る
朝
日
を
背
景
に
、

七
福
神
の
う
ち
の
恵
比
寿
・
大
黒

と
千
両
箱
と
い
う
、
ス
ト
レ
ー

ト
に
「
め
で
た
い
」
図
柄
で
す
。

江
戸
末
期

の
浮
世
絵

の
特
徴
で
、

赤
や
紫
に

輸
入
物
の

鮮
や
か
な

人
口
顔
料

が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

TEL：0466-33-0111

http://www.fujisawa-ukiyoekan.net./

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　

※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料JR「辻堂」駅東口改札北口出口から徒歩 5 分
※藤澤浮世絵館専用駐車場はございません

藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

◆アクセス◆

第 13 回「めでたい江の島の浮世絵」

図 1. 勝川春章「相州江之島ノ風景 腰越ノ方ヨリ見図」

図 2. 北尾政美「相州江嶌風景 由井浜地引網之図」

図 3. 落合芳幾「福神江の嶋もうで」

　

藤
澤
浮
世
絵
館
で
は
、
12
月

３
日
（
火
）
～
２
月
16
日
（
日
）、

展
示
会
「
浮
世
絵
双
六
と
七
福
神
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
に
な
り
最
初
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
毎

年
12
月
に
発
表
さ
れ
る
「
今
年
の
漢
字
」
は
や
は
り

「
令
」で
し
た
。そ
こ
で
過
去
の
漢
字
を
ふ
と
振
り
返
っ

て
み
た
ら
、
２
０
０
０
年
「
金
」、
２
０
１
２
年
「
金
」、

２
０
１
６
年
「
金
」
で
し
た
。
お
気
づ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
全
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
、
日
本
選
手

が
最
多
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
な
ど
に
ち
な

ん
で「
金
」と
い
う
漢
字
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、

２
０
１
６
年
の
「
金
」
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
今
年
の
漢
字
も
「
金
」
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　

最
後
に
私
の
「
座
右
の
書
（
銘
）」
と
い
う
ほ
ど
で

も
な
い
の
で
す
が
、
本
棚
に
い
つ
も
常
備
し
て
い
る

本
が
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
『
老
人
と
海
』
で
す
。

そ
の
中
で
好
き
な
一
節
が
「
き
っ
と
き
ょ
う
こ
そ
は
。

と
に
か
く
、
毎
日
が
新
し
い
日
な
ん
だ
」　

「
人
間
は

負
け
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
は
い
な
い
ん
だ
」
で
す
。

今
年
の
抱
負
と
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
良
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
・
広
報
課　

鈴
木　

研
）

　世界の山として最も愛する山　「富士山」
「その雲、彩 ( いろどり )、光の変化」のテーマのもと、会員
一同よりよい作品作りに励んでいます。太宰治の小説「富岳
百景」に富士には、月見草がよく似合うを拝借して、私達の
会の名前としました。皆様のご指導よろしくお願いいたしま
す。ご高覧ください。

　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2020 年 1 ～ 2 月）

一 般 外 来
午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡田
一般

循環器
新城

一般

岡
一般

神経内科
新城

一般

岡   
第 1・3・5

 新城  
第 2・4

岡
一般

神経内科

岡
一般

神経内科

岡田
一般

循環器
永渕

一般
永渕

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

- - - 相澤
（予約）

相澤
（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

奥脇（裕）
一般

消化器
永渕

一般
- 新城

一般
村川

一般
-

岡田
一般

循環器
- - -

相澤
第 1・3・4・5
（予約）

-

外 科

午前 呉 池田（清） 呉 長田 松﨑 松﨑
一般

第 1.3.5 は
日帰り手術
外来併科

（予約）
午後

松﨑
一般
肛門

長田 - 呉 池田（清）

- - - -
長田

一般
呼吸器

-

整 形
外 科

午前
池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島 芹ヶ野

今井 今井 山本 今井 森田 森田

午後
芹ヶ野 庭山 - 池田（全） 今井 -

- 森田 - - - -

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（花井）

午後 - 多田 - - - -

夕 方
診 療

午後 - 呉 - - - -

 2020.1.1 現在
午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午前）予約（午後）

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

呼吸器
内科 午前 福﨑

予約

肛門外科 午後 松﨑

日帰り
手術外来 午前

松﨑
予約

（第 1.3.5）

胸部
化学療法

外来
午前 長田

予約

外  科
呼吸器

午後 長田
予約

乳  腺
甲  状

午前 ○
皮膚科 午前 露木
心  療
内  科

午前 三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リハビ
リ科

午後 馬渕
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

緩　和
ケア科

午後
福﨑 

予約

片町 
予約

片町 
予約

禁  煙
外  来

午後 小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約（応相談）

専 門 外 来

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前    8：30 ～ 11：30　

午後　2：30 ～ 4：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間    4：30 ～ 7：00

◆ 1 月の外来診療担当表◆

（午前）

（午前）

写真集団「月見草」富士山写真展

連絡先：齋藤　俊士　電話  090-2623-3138


